建築演習Ⅱ（６回目）：工学院大学・新宿校舎の人力加振実験とフーリエ解析
１．人力加振実験のデータ
　2011年10月24日に実施した工学院大学・新宿校舎の人力加振実験のデータ・プログラムを下記サイトより入手する 

http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/Open/建築演習Ⅱ
の「2011年人力加振波形」フォルダーより。表１に実験概要とデータファイル一覧を示す。
表１　工学院大学・新宿校舎の人力加振実験とデータファイル一覧（2011年10月24日実施）
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１回目NS1次15時10分20秒15時12分00秒2011_1024_NS1_1.csv2.8190.355

２回目NS１次15時16分30秒15時18分00秒2011_1024_NS1_2.csv2.8190.355

３回目EW１次15時24分00秒15時25分30秒2011_1024_EW1_3.csv2.6060.384

４回目EW１次15時30分20秒15時31分50秒2011_1024_EW1_4.csv2.6060.384

５回目NS２次15時36分45秒15時38分15秒2011_1024_NS2_5.csv0.8561.169

６回目NS２次15時43分20秒15時44分50秒2011_1024_NS2_6.csv0.8561.169

７回目EW２次15時49分40秒15時51分00秒2011_1024_EW2_7.csv0.9031.108

８回目EW２次15時54分45秒15時55分55秒2011_1024_EW2_8.csv0.9031.108

９回目ねじれ16時00分45秒16時02分20秒2011_1024_nejire_9.csv1.9020.526

１０回目ねじれ16時05分50秒16時07分15秒2011_1024_nejire_10.csv1.9000.526


各cvsファイルには強震加速度計による４０チャンネル分のファイルが入っている。各チャンネルの計測方位や設置場所はchannel.pdfを参照すること。
　今日の演習で主として使用するデータは下記の通り。

・NS1-2.csv：NS1次モード・2回目・３成分（2ch(29F), 5ch(22F), 7ch(16F)）

・NS2-1.csv：NS2次モード・1回目・３成分（2ch(29F), 5ch(22F), 7ch(16F)）
・Nejire-2.csv：ねじれ1次モード・2回目・３成分（2ch(29F-NS1), 3ch(29F-NS2), 11ch(29F-UD)）
２．課題

１．はじめにNS1-2.csvによる波形と、そのフーリエ振幅スペクトルを描く。波形は人力加振による振幅の増幅と、加振を止めて振幅が減少する様子が分かるように描き、１次モードの特徴や人力加振の概要を説明すること。さらに、１次モードでバンドパスフィルターを通して波形を描き、振幅比からNS1次モードの減衰定数を計算すること（h≒loge d/2π=LN(d) /2π、d=Ai/AXi+1:振幅比）。
２．同様に、NS2-1.csvからNS2次モードの波形とフーリエ振幅スペクトルを描き、説明すること。さらに２次モードでバンドパスフィルターを通して波形を描き、振幅比からNS2次モードの減衰定数を計算すること。

３．最後に、Nejire-2.csvからねじれ1次モードの波形とフーリエ振幅スペクトルを描く、説明すること。さらにねじれモードでバンドパスフィルターを通して波形を描き、振幅比からねじれモードの減衰定数を計算すること。
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